
JP 2011-517302 A5 2012.2.9

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年2月9日(2012.2.9)

【公表番号】特表2011-517302(P2011-517302A)
【公表日】平成23年6月2日(2011.6.2)
【年通号数】公開・登録公報2011-022
【出願番号】特願2010-544582(P2010-544582)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/04     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   9/00    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/04    　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３０９　
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３６５Ｚ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月14日(2011.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　・構成部材（１）と、
　・当該構成部材（１）を湿気および／または酸素に対してカプセル封入するためのカプ
セル封入ユニット（２）を有しており、
　・当該カプセル封入ユニット（２）は、第１の層（２１）と、当該第１の層の上の第２
の層（２２）を、前記構成部材（１）の少なくとも１つの表面（１９）上に有しており、
　・前記第１の層（２１）および前記第２の層（２２）はそれぞれ無機材料を有しており
、
　・前記第１の層（２１）は直接的に前記構成部材（１）上に配置されており、
　・前記第２の層（２２）は直接的に前記第１の層（２１）上に配置されており、
　前記第２の層上に保護層が被着されており、当該保護層はプラスチックを有している、
および／または、前記構成部材（１）はカバー部（１７）をガラスフィルムまたはガラス
プレートの形状で基板（１０）上に有しており、前記カプセル封入ユニット（２）は当該
カバー（１７）と前記基板（１０）との間に配置されている、ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　装置であって、
　・構成部材（１）と、
　・当該構成部材（１）を湿気および／または酸素に対してカプセル封入するためのカプ
セル封入ユニット（２）を有しており、
　・当該カプセル封入ユニット（２）は、第１の層（２１）と、当該第１の層の上の第２



(2) JP 2011-517302 A5 2012.2.9

の層（２２）を、第３の層（２３）上に、前記構成部材（１）の少なくとも１つの表面（
１９）上に有しており、
　・前記第３の層（２３）は直接的に前記構成部材（１）上に配置されており、
　・前記第１の層（２１）は直接的に前記第３の層（２３）上に配置されており、
　・前記第２の層（２２）は直接的に前記第１の層（２１）の上に配置されており、
　・前記第１の層（２１）および前記第２の層（２２）はそれぞれ無機材料を有しており
、
　・前記第３の層（２３）は、無定形態の無機材料を有しており、
　前記第２の層上に保護層が被着されており、当該保護層はプラスチックを有している、
および／または、前記構成部材（１）はカバー部（１７）をガラスフィルムまたはガラス
プレートの形状で基板（１０）上に有しており、前記カプセル封入ユニット（２）は当該
カバー（１７）と前記基板（１０）との間に配置されている、
ことを特徴とする装置。
【請求項３】
　・前記第２の層（２２）および前記第３の層（２３）は同様に構成されている、請求項
１または２記載の装置。
【請求項４】
　装置であって、
　・構成部材（１）と、
　・当該構成部材（１）を湿気および／または酸素に対してカプセル封入するためのカプ
セル封入ユニット（２）を有しており、
　・当該カプセル封入ユニット（２）は、第１の層（２１）と、当該第１の層の上の第２
の層（２２）を、前記構成部材（１）の少なくとも１つの表面（１９）上に有しており、
　・前記第２の層（２２）は直接的に前記第１の層（２１）上に配置されおり、
　・前記第１の層（２１）および前記第２の層（２２）はそれぞれ無機材料を有しており
、
　・前記カプセル封入ユニット（２）は６０℃以上の温度のもとで、かつ８５％以上の相
対的な大気湿度のもとで、５００時間以上、気密性であり、
　前記第２の層上に保護層が被着されており、当該保護層はプラスチックを有している、
および／または、前記構成部材（１）はカバー部（１７）をガラスフィルムまたはガラス
プレートの形状で基板（１０）上に有しており、前記カプセル封入ユニット（２）は当該
カバー（１７）と前記基板（１０）との間に配置されている、
ことを特徴とする装置。
【請求項５】
　・前記第１の層（２１）および前記第２の層（２２）はそれぞれ体積体構造を有してお
り、
　・前記第２の層（２１）の体積体構造は、前記第１の層（２２）の体積体構造に依存し
ない、請求項１から４までのいずれか１項記載の装置。
【請求項６】
　・前記第２の層（２２）の体積体構造は、前記第１の層（２１）の体積体構造よりも高
い非晶質性を有している、請求項５記載の装置。
【請求項７】
　・前記第２の層は無定形態である、請求項１から６までのいずれか１項記載の装置。
【請求項８】
　・前記第２の層（２２）は変化する厚さ（９）を有しており、当該厚さは前記第１の層
（２１）の表面構造および／または体積体構造に依存しない、請求項１から７までのいず
れか１項記載の装置。
【請求項９】
　・前記厚さ変化は１０％以下である、請求項８記載の装置。
【請求項１０】
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　・前記カプセル封入ユニット（２）は多数の第１の層（２１、２１’）と、多数の第２
の層（２２、２２’）を有しており、
　・前記第１の層および第２の層（２１、２１’、２２、２２’）は、交互に相互に重な
って被着されている、請求項１から９までのいずれか１項記載の装置。
【請求項１１】
　・前記カプセル封入ユニット（２）は前記構成部材（１）を完全に包囲する、請求項１
から１０までのいずれか１項記載の装置。
【請求項１２】
　・前記装置は、多数のカプセル封入ユニット（２、２’）を有しており、当該カプセル
封入ユニットは前記構成部材（１）の種々異なる表面上に配置されている、請求項１から
１１までのいずれか１項記載の装置。
【請求項１３】
　・前記構成部材（１）は基板（１０）を含んでおり、
　・前記カプセル封入ユニット（２）は直接的に前記基板（１０）上に被着されている、
請求項１から１２までのいずれか１項記載の装置。
【請求項１４】
　・前記構成部材（１）はカバー部（１７）を基板（１０）上に有しており、
　・前記カプセル封入ユニット（２）は、当該カバー部（１７）と前記基板（１０）との
間に配置されている、請求項１から１２までのいずれか１項記載の装置。
【請求項１５】
　・前記カバー部（１７）と前記基板（１０）との間に接続材料（１６）が配置されてお
り、
　・前記カプセル封入ユニット（２）は、前記基板（１０）と当該接続材料（１６）との
間、および／または前記カバー部（１７）と当該接続材料（１６）との間の境界面（１０
９、１７９）をカプセル封入する、請求項１から１４までのいずれか１項記載の装置。
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